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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・木村　光夫様～医事スタッフより

退院となった際には外来当院で“オカダ　イシコ”様と一緒の外来日に調整して頂けるのであれば対応可能かと言われた為オカダ　イシコ”様が次回受診日が12/2710：30予定の為、初外来日は同様との事で予約したと連絡あり。退院に関しては一番星の施設入所可能とある為、日時の連絡待ちとなっている。
・春山　知範様～診察時、母様の対面面会希望聞かれ西病棟に報告後17日14時に面会する予定です。（スタッフ付き添い）
＜深澤Dr処方＞
・本日中村　豊様、向井　敦子様、木村　光夫様処方内容同様で臨時薬7日分処方となっています
＜田名部Dr処方＞
・小豆畑　裕介様～継続指示便秘時センノシド12ｍｇ　7回分処方となっています。
<村上Dr処方＞
高橋　康光様、中野渡　鉄男様、佐藤　英之様臨時薬同内容で明日より7日分処方となっています
＜要注目患者様＞　
・小笠原　文人様～下腹部痛訴えあるが自制ないで過ごしている。気分高揚さや動作緩慢軽度あるが日課には支障なく経過している。
・船場　幸子様～左足可重痛軽度あるが跛行みられず経過。発熱なくバイタル異常なく過ごすが、鼻閉・鼻汁は持続している。
・板橋　利美様～本日腰痛の訴えで各食ホールで全量摂取している。身体面の訴えのみ聞かれ他者の不満等は聞かれず過ごしていた。今後は精神症状の変化も観察をしていきましょう。
・播磨　克子様～11/13室岡整形外科受診の結果経過は良好との事です。可動域拡大については無理なく支援や見守りで広げていきましょう。
＜小柳Dr診察情報・ケース検討＞
・会津　虜子様～手指の痛みなく、日課、プログラムの運動療法にも参加できていると話している。処変なし
・大久保　すい様～自室に訪室する笑顔で挨拶する。自ら足が勝手に交互に動くと話す。今日は左大腿部痛あるとの事徐々に被毒妄想発言聞かれるが、主治医に暴言はなく診察終了。処変なし。
・石切　久様～2～3日前から5時より6時にかけて女性スタッフの話しかけがある事や多飲水傾向も見られる事を報告。本人様から夜中トイレに起きる事で再入眠出来ない事や口渇により、飲水が多いと答えている。トリヘキシフェニジル塩酸塩錠２ｍｇ 3 錠→トリヘキシフェニジル塩酸塩錠２ｍｇ 2 錠  1日2回　朝夕食後減薬、ラツーダ錠80ｍｇ 1 錠 1日1回　夕食後→ラツーダ錠20ｍｇ 2 錠 1日1回　朝食後減薬、ブロナンセリン錠４ｍｇ 2 錠 1日2回　朝夕食後明日より一部臨時薬変更で7日分 処方となる。
・春山　知範様～代わりないことを伝えている。また、母様が動いてからと伝えられ納得されている。尿酸値低値の為、アロプリノール錠 １００ｍｇ 1 錠 [1回0.5錠] 　1日2回　朝夕食後　明日より減薬で臨時薬7日分処方。終了間際に母と対面面会したいと希望あり。日にち、時間調整する様指示あり。西病棟に報告し、17日14時に面会する予定です。
・佐野　貢様～診察時、本人様へ特に問題ないと答えられている。余暇は自室で過ごされプログラムの運動療法には参加していると話されている。主治医より今後、病棟移動について説明受ける。個人部屋になるため、満喫出来る事を言われ終了されている処変なし。
<金Dr診察状況＞

・井上　和美様～主治医に今の状態が良いと話されている。臨時薬明日より同様で7日分処方となる。
・小笠原　文人様～下腹部痛を訴えているが嘔気なく自制内である事を報告。本人からは、下腹部痛があるので下剤を減薬して欲しいと希望あり。会話するがまとまりない内容となり多弁気味となっている。下剤減薬に関しては、本日で排便3日間のため、毎日排便がある様になってから検討する事説明に納得されている。処変なし。
・飯豊　信雄様～時々服薬時、下膳時に支離滅裂な言動を一方的いわれ自室に戻ったり叫んだりする場面があった事を報告。本人に左記内容を確認するがニヤツキ自覚ないようで鏡をみて笑ったりはすると話していた。処変なし。
・沼田　ゆき子様～主治医に「調子はどうにかでまだ良くない」とここの病院が好きだと笑顔で話されている。臨時薬明日より同様で7日分処方となる。
